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回数 開催年月日 開催場所 大会名称

1 S23.12.9～15 水戸市・土浦市・下館市
農協法制定１周年記念大会・
農業復興祭

2 S24.12.9～10
水戸市
　県教育会館

農協法制定２周年記念大会・
（職員大会・役員大会）

3 S25.11.28
水戸市 
　茨城会館

農協法制定３周年記念大会

4 S26.12. 4
水戸市
　信連会館

農協法制定４周年記念大会

5 S27.11.20
土浦市 
　土浦市第一高等学校

農協法制定５周年記念・
第５回農協大会

6 S32.11. 6
水戸市 
　総合グランド体育館

農協創立10周年記念大会

7 S34. 9.23
水戸市
　茨城会館

昭和34年度県農協大会

8 S35. 9.20
水戸市
　茨城会館

昭和35年度県農協大会

9 S36.11.30
水戸市
　信連ホール

昭和36年度県農協組合長大会

10 S37.10.18
水戸市
　茨城会館

農協創立15周年記念大会

11 S42.11.18 水戸市
農協法公布20周年
茨城県農協記念大会

12 S47.11.18
水戸市
　茨城県農協会館

農協法公布25周年
茨城県農協記念大会

13 S48.11.15 土浦市
第２次総合３カ年計画推進
農協代表者大会

14 S52.11.19
水戸市
　茨城県農協会館

農協法公布30周年記念
茨城県大会

15 S54.11.15
水戸市
　茨城県農協会館

第２次協同活動強化運動
茨城県農協大会

16 S57.11.17
水戸市
　茨城県農協会館

農協法公布35周年記念・
新協同活動強化運動 茨城県農協大会

１．県ＪＡ大会の歩み
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回数 開催年月日 開催場所 大会名称

17 S60.11.15
水戸市
　茨城県農協会館

第２次新協同活動強化運動
茨城県農協大会

18 S63.11.15
水戸市
　茨城県農協会館

21世紀をめざす農協自己革新運動
茨城県農協大会

19 H 3.11.19
土浦市
　土浦市民会館

ＪＡ創造・改革実践運動
茨城県農協大会

20 H 6.10.21
東海村
　東海文化センター

第20回茨城県ＪＡ大会

21 H 9.10.22
土浦市
　土浦市民会館

第21回茨城県ＪＡ大会・
農協法公布50周年記念

22 H12.10.19
大宮町
　大宮町文化センター

第22回茨城県ＪＡ大会

23 H15.10.29
石下町
　石下町地域交流センター

第23回茨城県ＪＡ大会

24 H18.11. 2
つくば市
　ノバホール

第24回茨城県ＪＡ大会

25 H21.11. 6
常陸太田市
　常陸太田市民交流センター

第25回茨城県ＪＡ大会

26 H24.10.25
小美玉市
　小川文化センター

第26回茨城県ＪＡ大会

27 H27.10.29
結城市
　結城市民センター「アクロス」

第27回茨城県ＪＡ大会

28 H30.10.24
つくば市
　「ノバホール」

第28回茨城県ＪＡ大会

29 R 3.10.27
つくば市
　「ホテル日航つくば」
 ※WEB同時開催

第29回茨城県ＪＡ大会
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１．叙勲・褒章受賞者名
氏　名 所　属 受勲年 種別

市野沢　　　弘 ＪＡ茨城みどり 平成２５年度 旭日小綬章
野　村　一　良 ＪＡかしまなだ 平成２７年度 旭日単光章
砂　押　英　明 ＪＡひたちなか 平成２８年度 旭日双光章

２．茨城県表彰者名
氏　名 所　属 役職名 受賞年度

野　村　一　良 ＪＡかしまなだ 組合長 平成２５年度
砂　押　英　明 ＪＡひたちなか 組合長 平成２６年度
根　本　　　脩 ＪＡ稲敷 組合長 平成２９年度
佐　野　　　治 ＪＡ茨城県中央会 会　長 令和　４年度

３．全中特別功労表彰
氏　名 ＪＡ名 役職名 受賞年度

澤　田　正　彦 ＪＡ常総ひかり 会　長 平成２５年度
増　田　照　樹 ＪＡ竜ケ崎市 会　長 平成２６年度
宇　田　勝　利 ＪＡ竜ケ崎市 組合長 平成２７年度
野　口　義　德 ＪＡしおさい 組合長 平成２８年度
草　間　正　詔 ＪＡ常総ひかり 組合長 平成２９年度
川　井　貞　夫 ＪＡやさと 組合長 平成３０年度
佐　野　　　治 ＪＡ水郷つくば 会　長 令和　元年度
横　田　伊佐夫 ＪＡつくば市谷田部 組合長 令和　２年度
風　見　晴　夫 ＪＡ岩井 組合長 令和　３年度

２．叙勲・褒章・県表彰・全中表彰等
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４．全中功労表彰者名
氏　名 ＪＡ名 役職名 受賞年度

野　口　嘉　德 ＪＡしおさい 組合長 平成２５年度
金　井　一　夫 ＪＡひたち野 組合長 平成２５年度
草　間　正　詔 ＪＡ常総ひかり 組合長 平成２６年度
風　見　晴　夫 ＪＡ岩井 組合長 平成２６年度
藤　田　恒　雄 ＪＡ北つくば 組合長 平成２７年度
川　井　貞　夫 ＪＡやさと 組合長 平成２７年度
佐　野　　　治 ＪＡ土浦 組合長 平成２８年度
加倉井　豊　邦 ＪＡ北つくば 会　長 平成２９年度
横　田　伊佐夫 ＪＡつくば市谷田部 組合長 平成２９年度
久保田　惠　一 ＪＡ新ひたち野 組合長 平成３０年度
棚　谷　保　男 ＪＡなめがたしおさい 組合長 令和　元年度
安　藤　昌　義 ＪＡなめがたしおさい 副組合長 令和　２年度
木　村　　　透 ＪＡ水郷つくば 副組合長 令和　２年度
長　峰　茂　通 ＪＡほこた 組合長 令和　３年度
富　田　修　一 ＪＡ新ひたち野 組合長 令和　３年度
八木岡　　　努 ＪＡ茨城県中央会 会　長 令和　４年度
齊　藤　　　繁 ＪＡ茨城みなみ 組合長 令和　４年度
塚　本　治　男 ＪＡ常総ひかり 組合長 令和　４年度

５．全中感謝状受賞者名
氏　名 ＪＡ名 役職名 受賞年度

藤　田　恒　雄 ＪＡ北つくば 組合長 平成２５年度
横　田　伊佐夫 ＪＡつくば市谷田部 組合長 平成２５年度
大　越　　　實 ＪＡ常陸 副組合長 平成２６年度
川　上　好　孝 ＪＡ常陸 会　長 平成２６年度
中　川　治　美 ＪＡなめがた 組合長 平成２７年度
神　田　　　勝 ＪＡ茨城かすみ 組合長 平成２８年度
國府田　利　夫 ＪＡ北つくば 組合長 平成２８年度
田　丸　　　治 ＪＡ稲敷 組合長 平成２９年度
岡　本　秀　男 ＪＡつくば市 組合長 平成２９年度
安　藤　昌　義 ＪＡしおさい 組合長 平成３０年度
吉　川　君　男 ＪＡ北つくば 組合長 平成３０年度
磯　辺　　　隆 ＪＡ新ひたち野 副組合長 令和　元年度
岩　瀨　治三郎 ＪＡ茨城むつみ 組合長 令和　元年度
八木岡　　　努 ＪＡ水戸 組合長 令和　元年度
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6．神社庁 農事功労表彰者名	
氏　名 ＪＡ名 役職名 受賞年度

川　井　貞　夫 ＪＡやさと 組合長 平成２５年度
木　村　人　司 ＪＡ茨城みずほ 組合長 平成２５年度
佐　野　　　治 ＪＡ土浦 組合長 平成２６年度
神　田　　　勝 ＪＡ茨城かすみ 組合長 平成２６年度
久保田　惠　一 ＪＡ新ひたち野 組合長 平成２７年度
横　田　伊佐夫 ＪＡつくば市谷田部 組合長 平成２７年度
磯　辺　　　隆 ＪＡ新ひたち野 副組合長 平成２８年度
野　上　昭　雄 ＪＡ常陸 組合長 平成２８年度
岩　瀨　治三郎 ＪＡ茨城むつみ 組合長 平成２９年度
大　越　　　實 ＪＡ常陸 副組合長 平成２９年度
齊　藤　　　繁 ＪＡ茨城みなみ 組合長 平成３０年度
木　村　　　透 ＪＡ竜ケ崎 組合長 平成３０年度
皆　藤　茂次郎 ＪＡ茨城旭村 組合長 令和　元年度
長　峰　茂　通 ＪＡほこた 組合長 令和　元年度
吉　川　君　男 ＪＡ北つくば 組合長 令和　２年度
岡　本　秀　男 ＪＡつくば市 組合長 令和　２年度
髙　橋　秀　明 ＪＡ日立市多賀 組合長 令和　３年度
根本　作左衛門 ＪＡ稲敷 組合長 令和　３年度
飯　島　清　光 ＪＡ水戸 組合長 令和　４年度
神　生　賢　一 ＪＡやさと 組合長 令和　４年度
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合併
年度 合併組合名 参加組合名 合併認可

年月日
合併
形式 備考

昭和26 北山内村 北山内村、北山内村第一 26. 6.28 新設

28
大井沢村 大井沢村、大井沢村中和、

大井沢村農村生活者 28.11.25 吸収

大子町中央 大子町、大子町中央 28. 5.23 〃

29 内守谷村 内守谷村、内守谷第一 29.12.20 〃

30 山方町 山方町、諸富野村 30. 7. 1 〃

31
伊奈村 豊、小張 31. 8.29 新設

東海 石神、石神第一 32. 3.27 〃 整特法

32

守谷町 守谷町、守谷第一、大井沢村 32. 7. 1 吸収

沼前 沼前、沼前新生 32. 8.19 〃 整特法

玉川塩田 玉川、塩田 32.10.25 新設 〃

巴 巴、秋津新生 32.10.25 吸収 〃

茨城町 上野合、長岡、川根、沼前 33. 2. 7 新設

33

守谷町 守谷町、大野、高野 33. 6.24 吸収 整特法

利根町 文､ 布川、文間、東文間 33. 6.30 〃 〃

石下町飯沼協和 飯沼第一、飯沼 33. 6.30 新設 〃

茎崎 茎崎､ 茎崎村 33.10.23 吸収 〃

34 石下町飯沼協和 石下町飯沼協和､ 鴻ノ山 34. 9. 3 〃

35

大洗町 夏海、大貫､ 磯浜 35. 5.28 新設

柴崎 柴崎、新利根第一 35.11.25 吸収

取手町永山 稲戸井、高井 36. 2.14 新設

36

大宮町 大宮町、上野、小野三美、大賀、
大賀振興、玉川塩田 36. 5.30 〃 助成法

取手町 取手町、小文間 36. 6. 8 〃 〃

波崎町 矢田部、波崎町、須田、柳川新田、
若松村 36. 7.31 〃 〃

神栖村 軽野、息栖、息栖第一 36. 8.10 〃 〃

笠間市 笠間市、大池田村 36.12.15 吸収 〃

真壁町 真壁、谷貝、紫尾、樺穂 37. 1.30 新設 〃

37

大子町 大子町、依上、佐原、黒沢、宮川、
生瀬、袋田 37. 4.30 〃 〃

谷田部町 谷田部、真瀬、島名、葛城、小野川 37. 5.28 〃 〃

友部町 宍戸、大原、北川根 37. 6. 4 〃 〃

那珂町 神崎、額田、菅谷、五台、戸多、芳野、
木崎、木崎振興 38. 1.25 〃 〃

桂村 桂第一、桂第二、岩船村 38. 1.25 〃 〃

江戸崎町 君賀、高田、稲波、鳩崎 38. 3.12 〃 〃

３．年度別ＪＡ合併の推移
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合併
年度 合併組合名 参加組合名 合併認可

年月日
合併
形式 備考

38

東海村 東海､ 村松 38. 4.26 新設 助成法

水府村 山田、染和田、天下野、高倉 38. 4.26 〃 〃

桜村 桜村栄、九重､ 栗原 38. 4.26 〃 〃

勝田市 勝田､ 佐野､ 前渡地方 38. 4.27 〃 〃

竜ヶ崎市 竜ヶ崎､ 長戸、八原、北文間、川原代 38. 5.18 〃 〃

39

旭村 大谷、諏訪 39. 5.29 〃 〃

潮来町 潮来、津知、延方、大生原中央 39. 5.18 〃 〃

七会村 七会、塩子 39. 6.29 〃 〃

大和村 雨引、大国 39.12.28 〃 〃

新機初 機初、機初中央 39.11.28 〃 県要項

日立市 久慈、坂本、東小沢、日立、日高、豊浦、
中里 40. 1.20 〃 助成法

八郷町 薗部、瓦会、林、恋瀬、芦穂、柿岡、
小幡 40. 1.26 〃 〃

40

新治村 斗利出、山の荘、藤沢 40. 5.24 〃 〃

下妻市 大宝、騰波ノ江、高道祖、上妻、
総上、豊加美 40. 5.24 〃 〃

常陸太田市南部 新機初、佐竹、幸久、西小沢、世矢 40. 6. 1 〃 〃

常陸太田市北部 誉田、佐都、河内 40. 8.28 〃 〃

出島村 下大津、美並、牛渡、安飾 40.11.26 〃 〃

田水山第一 田水山第一、田水山村 40.12. 2 吸収 県要項

北茨城市 中郷､ 磯原､ 華川、関南、関本、大津 41. 1.25 新設 助成法

下館市 下舘､ 竹島､ 養蚕、河間、中、五所、
嘉田生崎､ 伊讃 41. 1.19 〃 〃

明野町 明野、長讃、村田、鳥羽 41. 1.19 〃 〃

高萩市 高萩、松岡 41. 1.25 〃 〃

千代川村 蚕飼、宗道、大形 41. 1.19 〃 〃

里美村 里美、賀美 41. 1.29 〃 〃

筑波町 作岡、田水山第一、筑波、田井、北条、
菅間 41. 1.29 〃 〃

金砂郷村 郡戸、久米、金郷、金砂 41. 1.21 〃 〃

美和村 檜沢、蕯郷 41. 1.31 〃 〃

鹿島町 鹿島、豊津、根三田 41. 1.29 〃 〃

総和村 勝鹿、岡郷、桜井、香取 41. 1.29 〃 〃

美野里町 美野里、美野里第一 41. 2. 1 〃 〃

41

常北町 西郷、小松、石塚、(常北町農事放送） 41. 8.31 〃 〃

笠間市 笠間市、北山内、稲田、南山内 42. 2.21 〃 〃

石下町 石下、豊田、岡田、石下町飯沼協和、
（東部農放）、（西部農放） 42. 1.30 〃 〃
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合併
年度 合併組合名 参加組合名 合併認可

年月日
合併
形式 備考

42

新治村 新治村、山の荘第一 42. 6. 2 吸収 県助成

高萩市 高萩市、(高萩市農事放送） 42. 7.10 〃

総和村 総和村、(総和村畜産） 42. 6. 8 〃

内原町 内原、中妻、鯉渕 42.12.25 新設 助成法

三和村 幸島、八俣、名崎、名崎北部 43. 1.29 〃 〃

43

岩瀬町 岩瀬町、北那珂、東那珂 43. 5.18 〃 〃

取手町 取手町、寺原、取手町寺原 43. 5.25 〃 〃

緒川村 八里、小瀬、下郷、那賀 43. 6. 8 〃 〃

水海道市 水海道、豊岡、菅原、大花羽、五箇、
大生、坂手、内守谷、菅生、菅原協和 43. 6.26 〃 〃

猿島町 猿島町生子菅、逆井山、沓掛 43. 7.23 〃 〃

岩井町 岩井、弓馬田、神大実、七郷、中川、
長須、七重 43. 7.22 〃 〃

麻生町 麻生、太田、大和、行方、小高 43. 8.29 〃 〃

八千代村 西豊田、八千代村安静、下結城、
下結城第一、八千代村中結城、川西 44. 1.28 〃 〃

44
境　町 境町静、境町長田、境町猿島、境町森戸、

境町森戸第一 44. 5.19 〃 〃

藤代町 久賀、久賀三省、六郷、藤代町高須、
藤代町相馬 44. 5.24 〃 県要項

45

結城市 結城市、結城市江川、絹川、上山川 46. 1.18 〃 助成法

東村 本新島、東村十余島、大須賀、
阿波崎、伊崎 46. 1.25 〃 〃

北浦村 津澄、要復興、武田 46. 1.27 〃 〃

46

関城町 関本、関城町河内、関城町黒子 46. 4.26 〃 〃

大宮町 大宮町、世喜、大宮町小場、静村 46. 6. 1 〃 〃

伊奈村 板橋、三島、伊奈村谷井田、伊奈村 46. 5.25 〃 〃

水海道市 水海道市、三妻 46. 5.24 吸収 〃

御前山村 伊勢畑、御前山村野口、長倉 47. 1.19 新設 〃

桜川村 桜川村阿波、桜川村古渡、桜川村浮島 47. 1.13 〃 〃

藤代町 藤代町、藤代町山王 47. 1.26 吸収 〃

47

水戸市

水戸市常磐、緑岡、水戸市上大野、
上大野第一、吉田、酒門、水戸市渡里、
国田、水戸市飯富、水戸市柳河、河和田、
水戸市上中妻、山根

47. 4.28 新設 〃

谷和原村 谷原、十和、小絹、福岡 47. 5.23 〃 〃

牛久町中央 奥野、牛久町岡田、岡田女化 47. 5.29 〃 〃

玉造町 玉造町、現原、立花第一、手賀、玉川 48. 3.31 〃 〃

48 常澄村 下大野、稲荷、大場 49. 2.28 〃 〃

49 那珂湊市 那珂湊市地方、那珂湊市平磯、阿字ヶ浦 49. 4.27 〃 〃

－8－



合併
年度 合併組合名 参加組合名 合併認可

年月日
合併
形式 備考

50

牛久町中央 牛久町中央、牛久町 50.11.19 吸収 助成法

鉾田町 鉾田町巴、鉾田町新宮、徳宿村 51. 1.21 新設 〃

豊里町 豊里町中央、豊里町旭、豊里町 51. 1.21 〃 〃

君原 君原、舟島第一 51. 1.21 吸収 〃

51
鹿島町 鹿島町、波野、豊郷 52. 1.26 新設 〃

神栖町 神栖町、息栖南部 52. 1.26 〃 〃

52 新利根村 根本、新利根村柴崎 53. 1.26 〃 〃

53
土浦市 土浦市、上大津、都和、土浦第一 53. 5.15 〃 〃

下館市 下館市、下館市大田 54. 1.27 吸収 県要項

54 古河市 古河市、古河市新郷 55. 2.29 新設 〃

55 筑波町 筑波町、小田 56. 1. 6 吸収 助成法

56

美野里町 美野里町、竹原 56. 5.22 新設 〃

新利根村 新利根村、太田 57. 1.25 〃 〃

河内村 金江津、長竿、生板、源清田 57. 1.25 〃 〃

結城市 結城市、結城市山川 57. 1.25 吸収 〃

57

阿見町 阿見町、朝日 57. 5.18 新設 〃

大穂町中央 吉沼、大穂町第一 57. 8.26 〃 県要項

十王町 櫛形、黒前、山部 58. 1.25 〃

59 常陸大野 大野大同、中野 60. 1.23 〃 県要項

60 茨城協和 協和町古里、協和町新治、小栗 60. 8.23 〃

61 千代田村 千代田村七会、新治、志筑 62. 1.23 〃 助成法

62

稲敷 江戸崎町、美浦村安中、本新、新利根村、
河内村、桜川村、茨城東 62. 5.20 〃 〃

竜ヶ崎市 竜ヶ崎市、馴柴、大宮地区 63. 1.19 〃 〃

阿見町 阿見町、君原 63. 1.19 〃 〃

63

なめがた 麻生町、牛堀町、牛堀町八代、潮来町、
北浦村、玉造町 63. 7.21 〃 〃

八郷町 八郷町、小桜 63.10.19 吸収 〃

常陸小川 常陸小川、茨城白河  元 . 1.19 〃 〃

平成元 茨城みなみ 守谷町、取手市、藤代町、茨城伊奈、
谷和原村  元 . 7.20 新設 〃

3 茨城中央 笠間市、友部町、岩間町、七会村  3. 7.18 〃 〃

4

茨城みどり 御前山村、常陸大宮、緒川村、大子町  4. 7.27 〃 〃

ひたち野 関川、石岡市高浜、三村、石岡市、田余  5. 1.25 〃 〃

北つくば 下館市、関城町、明野町、茨城協和、
真壁町、茨城大和、結城市  5. 1.25 〃 〃
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合併
年度 合併組合名 参加組合名 合併認可

年月日
合併
形式 備考

5

水戸 水戸市、茨城町、大洗町、内原町、常北町、
桂村、常澄村  5. 7.22 新設 助成法

土浦 土浦市、出島村、志士庫、佐賀、新生、
にいはり村  6. 1.25 〃 〃

常総ひかり 下妻市、茨城八千代、千代川村、石下町、
水海道市  6. 1.25 〃 〃

茨城むつみ 古河市、総和町、茨城五霞、茨城三和、
猿島町、茨城境  6. 1.25 〃 〃

6
茨城ひたち 北茨城市、平潟町信用、高萩市、十王町、

日立市  6. 7.26 〃 〃

しおさい 常陸大野、常陸鹿島、神栖町  6. 7.22 〃 〃

7 しおさい しおさい､ 波崎町  7. 5. 1 吸収 〃

8 かしまなだ 鉾田町、大洋村  9. 1.28 新設 〃

10
常陸太田市 常陸太田南部、常陸太田北部 10. 7.28 〃 〃

ひたちなか 那珂湊、勝田市、東海村、瓜連町 11. 1.26 〃 〃

12 茨城みどり 茨城みどり、山方町、美和村 12. 7.29 吸収 〃

13 竜ヶ崎市 竜ヶ崎市、牛久市 13. 7.19 〃 〃

14

茨城みずほ 金砂郷町、水府村､ 里美村 15. 1.23 新設 企業再編税制

ひたちなか ひたちなか､ 那珂 15. 1.23 吸収 〃

つくば市 茎崎、つくば市桜、つくば市筑波、
つくば市中央、つくば市豊里 15. 1.23 新設 〃

17 茨城かすみ 美浦村、阿見町 17. 7.15 吸収 〃

18

ひたち野 ひたち野、茨城玉川 18. 1.19 〃 〃

茨城みずほ 茨城みずほ、常陸太田市 18. 1.20 〃 〃

北つくば 北つくば、岩瀬町 18. 7.21 〃 〃

20 竜ヶ崎市 竜ヶ崎市、利根町 20. 1.23 〃 〃

24 土浦 土浦、茨城千代田 24. 2. 1 〃 〃

26 常陸 ひたちななか、茨城中央、茨城みどり、
茨城みずほ、茨城ひたち 26. 8. 1 〃 〃

27 新ひたち野 ひたち野、常陸小川、美野里町 27. 2. 1 〃 〃

31
なめがたしおさい しおさい､ なめがた 31. 2. 1 〃 〃

水郷つくば 茨城かすみ､ 竜ヶ崎､ 土浦 31. 2. 1 〃 〃
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４．茨 城 県 ＪＡ マ ッ プ

（平成25年１月末現在　26ＪＡ）

霞ヶ浦

涸沼

北浦

水戸市

日立市

日立市

日立市

土浦市

古河市

石岡市

石岡市結城市

龍ケ崎市

下妻市

常総市

常陸太田市

高萩市

北茨城市

笠間市

取手市

牛久市

つくば市

つくば市

つくば市

ひたちなか市

鹿嶋市
潮来市

守谷市

常陸大宮市

那珂市

筑西市

坂東市

稲敷市

かすみがうら市

桜川市

神栖市

行方市

鉾田市

鉾田市

つくばみらい市

小美玉市

小美玉市

茨城町

大洗町

城里町城里町 東海村

大子町

美浦村阿見町

河内町

八千代町

五霞町
境町

利根町

JA水戸

JA日立市多賀

JA茨城旭村

JAかしまなだ

JAなめがた

JAしおさい

JAやさと

JA茨城みなみ
JA竜ヶ崎市

JAつくば市谷田部
JA岩井

JAつくば市

JAつくば市

JA茨城むつみ

JA常総ひかり

JA茨城ひたち

JA茨城ひたち

JA茨城みどり

JA茨城みずほ

JAひたちなか

JA茨城中央

JA美野里町

JAひたち野

JA土浦

JA常陸小川

JA北つくば

JA稲敷

JA茨城かすみ

広域合併ＪＡ
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（令和２年１月末現在　17ＪＡ）

霞ヶ浦

涸沼

北浦

水戸市

日立市

日立市

日立市

土浦市

古河市

石岡市

石岡市

結城市

龍ケ崎市

下妻市

常総市

常陸太田市

高萩市

北茨城市

笠間市

取手市

牛久市

つくば市

つくば市

つくば市

ひたちなか市

鹿嶋市
潮来市

守谷市

常陸大宮市

那珂市

筑西市

坂東市

稲敷市

かすみがうら市

桜川市

神栖市

行方市

鉾田市

鉾田市

つくばみらい市

小美玉市

茨城町

大洗町

城里町城里町 東海村

大子町

美浦村阿見町

河内町

八千代町

五霞町
境町

利根町

【平成27年2月合併】

JA水戸

【平成26年8月合併】JA常陸

JA日立市多賀

JA茨城旭村

JAほこた

JAやさと

JA茨城みなみ

JAつくば市谷田部
JA岩井

JAつくば市

【平成31年2月合併】JA水郷つくば

JAつくば市

JA常陸

JA茨城むつみ

JA常総ひかり

JA新ひたち野

JA北つくば

【平成31年2月合併】JAなめがたしおさい

JA稲敷

第26・27回
県ＪＡ大会決議に基づく
合併実現ＪＡ
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資料：茨城県農協の現況（基礎資料編）

５．グラフで見る茨城 JA の推移

0

50000

159628 157712 155949 153968 151586 148963 146404

73326 74977 77378 81231 85290 86949 88510100000

150000

200000

232954 232689 233327 235199 236876 235912 234914
250000

組合員数の推移（人）

143840 141384

233599 232465

89759 91081

正組合員数
准組合員数
組合員数

26 27 28 29 30 2 3令和元平成25

5447 5450
5371

5477
5419

5261

5401

4800
4900
5000
5100
5200
5300
5400
5500
5600

（人）

5212

5089

職員数の推移

26 27 28 29 30 2 3令和元平成25

－14－



0

500,000

1,000,000

1,500,000

2,000,000

2,500,000

貯金高の推移（百万円）

1,055,186 1,059,877 1,084,397 1,119,477 1,163,831 1,153,013 1,123,230 1,089,161 1,059,502

570,657 577,253 596,810 620,316 654,423 691,092 735,138 810,552 863,792

1,625,843 1,637,130 1,681,207 1,739,793 1,818,254 1,844,105 1,858,368 1,899,713 1,923,294

26 27 28 29 30 2 3令和元平成25

当座性貯金

定期性貯金

1100000
1150000
1200000
1250000
1300000

1226768
1259506

1322090

1381113

1458541 1462736 1444936 1441932 1429282

1350000
1400000
1450000
1500000

預金高の推移（百万円）

26 27 28 29 30 2 3令和元平成25

0
50000
100000
150000
200000
250000

310045 298251 292140 284807 289714
311671 331346 344648

370114

300000
350000
400000

貸出金の推移（百万円）

26 27 28 29 30 2 3令和元平成25
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81210
73046

61152
68740 65155 70210

81907

110503
125499

0

20000

40000

60000

80000

100000

120000

140000

有価証券の推移（百万円）

26 27 28 29 30 2 3令和元平成25

26 27 28 29 30 2 3令和元平成25
0

100000

200000

300000

400000

500000

600000

700000

長期共済保有高の推移（億円）

62,842 60,605 58,340 56,461 54,322 52,063 49,974 48,154 46,140

0

100000

200000

300000

400000

500000

600000

長期共済新契約高の推移（百万円）

26 27 28 29 30 2 3令和元平成25

407,828 383,897
326,148

290,049

539,634 522,221

403,509
327,998

250,121
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46666 42681 40451 39992

26 27 28 29 30 2 3令和元

生活物資

生産資材
50918 49204 45494 45835 44719

0

10000

20000

30000

平成25

10735 10966
9056 8634

61653 60170

54550 54469

40000

50000

60000

70000

8156 7869
7126

52875 54535
49807

47098

6647 6235

46227

購買品取扱高の推移（百万円）

その他

畜産

米

青果物

0

20000

40000

60000

80000

100000

120000

140000

160000

販売品販売高・取扱高の推移
（百万円）

26 27 28 29 30 2 3令和元平成25

80148 81052 89803 98922 98431 94322 89510 94263 92839

122479 119633
126599

137519 137751 133542
127965

133283 129505
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平成25年（2013年）

月 政治・経済・社会 全国の農業・ＪＡ 茨城の農業・ＪＡ

４
月

・ 安倍内閣経済政策：
アベノミクスが開始

・ 日銀が異次元の
量的・質的緩和決定、
年初から円安・株高が進行

・ ＪＡグループ営農・
経済革新プラン運動を決定

（５年間）

・ ＪＡ香川県
（１県ＪＡスタート、
全国３番目）

・ ＴＰＰ：
県中央会、連合会の役職員で
３つのプロジェクトチームを
設置

・ ＪＡの女性理事48名になる。
（執行体制の強化指針により）

５
月

・マイナンバー法成立
社会保障税分野での
効率的な情報収集と
公平・公正な社会実現のため

・ 世界農業遺産国際会議：
能登で開催

「能登の里山里海」デビュー

・ 新人職員が
農業体験研修３日間

（ＪＡ茨城ひたち）

６
月

・ 「富士山と信仰・
芸術の関連遺産群」
世界文化遺産に決定

・ 全中会長らＴＰＰで米国訪問 ・ 新世紀ＪＡ研究会が
水戸市で開催

・ ベトナム特命全権大使：
県ＪＡ会館を表敬訪問

７
月

・ 参議院選挙で自民党が圧勝、
「ねじれ」国会を解消

・ １億円農家100人目標
プロジェクトが始動
(ＪＡ埼玉ひびき）

・ 茨城新聞広告賞で
最優秀賞を受賞

（ＪＡグループ茨城の
意見広告）

８
月

・ 規制改革会議に
農業ワーキング
グループが発足

・ 外国人客来訪：過去最高
（農業振興の好機、
牛肉消費好調）

・ 全国野菜園芸技術研究会
茨城大会

（茨城むつみ管内の
渡辺さんら表彰）

９
月

・ 茨城県知事選挙、
橋本知事６選

（茨城県、全国知事で最多）

・ 次期オリンピック、
パラリンピック（2020）
東京に決定

・ 台風18号：
青森県りんご540㌶以上
浸水被害

・ トラクター盗難防止器具開発
（タイヤロック）

６．10年間の主な出来事
（平成25年度～令和４年度）

・政治、経済、社会　・全国の農業、JA　・茨城の農業、JA
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月 政治・経済・社会 全国の農業・ＪＡ 茨城の農業・ＪＡ

10
月

・消費税率８％引き上げ決定

・ 台風26号
伊豆大島で土石流災害が発生

（死者40名、行方不明３名）

・ ＪＡグループと日本経団連が
定期的に話し合う検討組織を
作ると発表（全中）

・ 全国農協青年組織協議会
（ＪＡ全青協）が
農水省と意見交換会）

・ 「協同組合エコ・リード」設立

・ 「福島子ども保養
プロジェクト in いばらき」
農業体験開催

・最低賃金（時給）713円

11
月

・ 中国政府：
沖縄県・尖閣諸島を含む
東シナ海に「防空識別圏」を
設定

・ ＪＡ全青協：
都内で独自行動

（ＴＰＰで国会決議の遵守を
もとめるため）

・ 県内直売所（72店舗）で
茨城をたべよう運動を展開

・ 「福島復興ボランティア」
として、茨城のＪＡ等が
綿の収穫作業を実施

12
月

・特定秘密保護法が成立

・ 猪瀬東京都知事、
5000万の資金提供を
受けていた件で辞任

・ 農業産出額８兆5251億円
（平成24年度）3.4％増

・ 「和食；日本人の
伝統的な食文化」が
ユネスコ無形文化遺産に
登録決定

・ 水戸ホーリーホック
農村研修館で
サッカースクール開校

▪流行語大賞▪
・今でしょ！  予備校講師：林修氏のCMから誕生した言葉で、決断を決める際

の「後押し」として世の中に浸透。決め言葉を発する林氏のドヤ
顔も注目を集めた。

・お・も・て・な・し  東京五輪招致のプレゼンテーションで日本をPR：滝川クリステ
ルさん

・じぇじぇじぇ  NHK連続テレビ小説「あまちゃん」で使われた言葉。「じぇ」を
連続して使うことで驚きの表現をより大きくしている。ドラマの
ロケ地の岩手県久慈市には観光客が殺到するなど社会現象になっ
た。

・倍返し  連続テレビドラマ「半沢直樹」で使われた言葉。最終回の視聴率
が42.2％を記録し、「やられたら、やり返す！」という胸のすく
ような筋書きが「巷の人気を独り占めした」として選出された。

▪今年の漢字▪

輪 ・2020年の五輪開催地が東京に決定
・台風被害に対する支援の輪が広まった
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平成26年（2014年）

月 政治・経済・社会 全国の農業・ＪＡ 茨城の農業・ＪＡ

１
月

・ 理化学研究所などが
「ＳＴＡＰ細胞」を発表
（後に論文に不正発覚）

・ 大島台風被害義援金の交付
（全国ＪＡ28団体が協力）

・ オーガニックフェスタ開催
（全農いばらき・茨城大学等）

２
月

・ 関東甲信地方に大雪
（45年ぶりの大雪：
都心積雪27㎝

・ 東京都知事に
舛添要一氏が当選

・ 農林水産輸出額過去最高：
5,506億円（平成25年度）

・ ＪＡ北つくばアグリファーム
（株）設立
（全国初：ＪＡが農業経営に）

・ 大雪でハウスに被害
（ＪＡ水戸・ＪＡ北つくば等）

３
月

・ 日本一の高層ビル
「あべのハルカス」開業

・ロシアがクリミヤを併合

・ ２月降雪農業被害
対策について、
ＪＡ関東甲信中央会連絡協が
農相に要請

・ ブランド米栽培推進協議会
設立（ＪＡ水戸 国田地区）

４
月

・消費税率５％から８％へ

・ 印紙税の非課税範囲が
３万円から５万円に引き上げ

・日豪ＥＰＡが大筋合意

・農地中間管理機構の設置

・ 日豪ＥＰＡ
緊急全国集会を開催

・ ＴＰＰ緊急全国集会
（首都圏農業者）

・ 県農青連が土浦市で
婚活パーティーを開催

（一緒に、楽しく、
クッキング婚活）

５
月

・ 規制改革会議農業ＷＧが
「農業改革に関する意見」発表

・ 宇宙飛行士：若田光一さんが
日本人初の国際宇宙
ステーションの船長に

・ 国会決議守れＴＰＰ緊急集会
（日比谷野外音楽堂）

・ 遊休地16㌶に枝物導入
（茨城みどり枝物部会）

・ 中央会、ベトナムと
「農業技能実習生受入に
関する協定書」に調印

６
月

・ ・世界文化遺産に
「富岡製糸場と絹産業遺産群」

・地理的表示法が可決成立

・ 国際協同組合同盟（ＩＣＡ）が
農業改革案に反対

・ ジェトロ（日本貿易振興機構）
が「茨城貿易情報センター」
を水戸市に設置、北関東初

７
月

・ 日豪経済連携協定
（ＥＰＡ）に署名

・ ベネッセコーポレーション
個人情報流失事件

・ 農産漁村再エネファンド創設
（農林中金と共済連）

・ 中央会理事会、
タブレットによる
ペーパレス化開始

８
月

・広島北部で土砂災害 ・改正農協法成立 ・ 県北５ＪＡが合併し、
「JA常陸」が発足
組合員、貯金等で
北関東最大級
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月 政治・経済・社会 全国の農業・ＪＡ 茨城の農業・ＪＡ

９
月

・ 第２次安倍改造内閣が発足

・ 御嶽山７年ぶりに噴火
（死者・行方不明63人）

・農林水産大臣に西川公也氏 ・ 東京銀座の「茨城マルシェ」
リニューアルオープン

10
月

・ 青色発光ダイオード（LED）で
赤崎勇教授と天野浩教授、
実用化で中村修二教授が
ノーベル物理学賞に決定

・ 東西パールライスが合併
（全農）

・最低賃金（時給）729円

11
月

・ 規制改革会議が提言：
全中の一般社団化など求める

・ 安倍首相、消費税10％
１年半先送り表明

・ ＪＡグループが
「自己改革」を発表

・ パルシステム茨城
「ＴＰＰ交渉差止・
違憲訴訟の会」が
説明会を開催

12
月

・ 小惑星探査機
はやぶさ２打上げ

・ 第47回衆議院議員総選挙
投開票、
自民・公明党両党が大勝

・第３次安倍内閣が発足

・ 全農、円安で配合飼料
トン2,550円上げ

・ ＪＡ土佐あきに
農産物検査で改善命令

・ 水戸市と中央会が
「洪水時における
緊急避難所に関する覚書」
調印（農村研修館を指定）

▪流行語大賞▪
・ダメよ～ダメダメ  お笑いコンビ、日本エレキテル連合の「細貝さんと朱美ちゃん」

のコントで人気のフレーズ
・集団的自衛権  憲法９条を巡り、連日のニュースで数多く取り上げられた

▪今年の漢字▪

税 ・消費税が５％から８％に引き上げられ「税」について考えさせられた年
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平成27年（2015年）

月 政治・経済・社会 全国の農業・ＪＡ 茨城の農業・ＪＡ

１
月

・ スカイマーク
民事再生法の適用申請

・ 佐賀の乱：
知事選で農協の推す
候補が当選

・ 県西地区ＪＡ：
役職員研修会を開催

（1,000人参加）

２
月

・ 政府自民党とＪＡ全中が
農協改革骨子に合意

・ 西川農林水産大臣、
献金問題で辞任

・ 農林水産大臣に林芳正氏 ・ ＪＡ新ひたち野発足

・ 技能実習生と
ボウリングで交流

（ＪＡ岩井受入農家連絡会）

３
月

・ 北陸新幹線開業
（東京・金沢間）

・ カロリーベース食料自給率
目標を50％から45％に
引き下げ成立

（平成28年６月施行）

・ 「協同組合コンクール作品の
合同展示会」を開催

（中央会・信連・共済連・全農）

・ 協同組合エコ・リード
初めてベトナム技能実習生
受入

４
月

・ 首相官邸上空にドローン

・ 世界で異常気象深刻化

・ 全中会長ら安倍首相と会談

・ 全中：萬歳会長が辞意

・ 都市農業基本法：衆議院可決

・ 地元サッカーチームに
ＪＡゴールデン（田）
ライス賞を贈呈

（ＪＡグループ茨城）

５
月

・ 「大阪都構想」否決 ・ 「NO.TPPフェス＆
キャンドルデモ」
500人参加（代々木公園）

・ 茨城をたべよう運動
推進協議会総会

６
月

・ 選挙権年齢18歳に引き下げ
成立

・ 地理的表示（ＧＩ）の保護制度
始まる

・ 全国農政連：
新会長に加倉井氏

７
月

・ 東芝、不正会計で
歴代社長辞任

・ 明治日本の産業革命遺産が
世界文化遺産に登録

（軍艦島・八幡製鉄所など）

・ ７月第１土曜日：
各地で協同組合デー活動実施

（清掃活動等）

・ 「ＴＰＰ交渉における
国会決議遵守を求める
茨城県民集会」を開催

（ＪA関係者、県医師会、
生協関係など
1000人余りが参加）

８
月

・ 川内（せんだい）１号機原発
再稼働（新規制基準後初）
※鹿児島県

・ ＪＡ全中：奥野長衛氏が
会長に就任

・ 食の検定試験合格者274名
（ＪＡ茨城グループ累計で）
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月 政治・経済・社会 全国の農業・ＪＡ 茨城の農業・ＪＡ

９
月

・ 安倍総理、
自民党総裁選で再選

・ アベノミクス
第２ステージ開始
新３本の矢で

「１億総活躍社会」発表

・ 安全保障関連法案成立

・ ９～10日関東・東北豪雨 ・ 鬼怒川が決壊し、
住宅被害や人的被害が発生

・ 人海戦術で連日清掃や
被災者への支援を行う
(各ＪＡと連合会職員)

10
月

・ ＴＰＰ交渉大筋合意
（アトランタ）

・ マイナンバー法が施行

・ 第３次安倍内閣
第一次改造内閣発足

・ 第27回ＪＡ全国大会
（創造的自己改革への挑戦）

・ 農林水産大臣に森山裕氏

・ 石井啓一国交相、森山農相
鬼怒川現地視察

・ 最低賃金（時給）747円

11
月

・ 政府、ＴＰＰ関連政策
大綱を決定

・ 2015年
農林業センサスを発表

・ 茨城県表彰式：
産業振興の部で

「アグリやさと」が
功績団体表彰を授与

12
月

・ 訪日外国人数1,796万人で
過去最高

・ 農林水産物・食品輸出額が
過去最高の7,452億円
(平成27年）

・ 地理的表示（ＧＩ）
本県初登録（江戸崎カボチャ）

・ 第５回県北地区
ＪＡ文化趣味展

▪流行語大賞▪
・トリプルスリー  プロ野球で年間、打率３割・ホームラン30本・30盗塁以上の成績。

ヤクルトの山田哲人、ソフトバンクの柳田悠岐が同時達成、65年振り。
・爆買い  主に中国訪日客の大量買い

▪今年の漢字▪

安
・ 「安」全保障関連法案の審議で、与野党が対立。採決に国民の関心が高まっ

た年
・ 世界で頻発するテロ事件や異常気象など、人々を不「安」にさせた年
・ 建築偽装問題（マンション等）やメーカーの不正が発覚し、暮らしの「安」

全が揺らいだ年
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平成28年（2016年）

月 政治・経済・社会 全国の農業・ＪＡ 茨城の農業・ＪＡ

１
月

・ マイナンバーカードの
申請受付開始

・ 日銀当座預金金利に
マイナス金利導入（日本初）

・ 甘利ＴＰＰ担当大臣、
贈収賄疑惑で辞任

・ 関東、東北中心に積雪被害
（被害額６億６千万円）

・ 栃木県でイチゴ盗難相次ぐ
（とちおとめ）

・ 降雪でハウス倒壊被害
（ＪＡ北つくば）

・ ＪＡ職員
緊急ボランティア活動

２
月

・ シャープ：
台湾の鴻海（ホンハイ）
精密工業に買収決定

（４月に正式契約）

・ 第15回ＪＡバンク全国大会
（農林中金）

・ 女性理事、女性組織リーダー
合同研修会

（農村研修館）

３
月

・ 北海道新幹線が開業
（新青森駅～新函館北斗駅）

・ 地域おこし協力隊：2,625人
（前年比７割増）

・ 東日本大震災復興基本方針を
閣議決定（農地の大区画化や
利用集積を進める）

・ 農事組合法人かなや、
南友部農事組合
法人化の設立総会を開催

４
月

・ 熊本地震（最大震度７が２回）

・ 改正電気事業法が施行
（電力小売りの自由化が開始）

・ 緊急自然災害対策本部を設置
（農水省）

・ 改正農協法が施行

・ ＪＡ自己改革本格的スタート

・ 共済専用タブレット端末
「ラブレッツ」使用開始：
事務負担軽減

５
月

・ 伊勢志摩サミット開催、
オバマ大統領が広島訪問

・ 改正国家戦略特区法が可決
（農業特区：兵庫県養父市
：５年間）

・ 第１回食と農、
親子ふれあいまつり

（農村研修館）

６
月

・ 消費税率10％
引上げ延期表明

（19年10月まで）

・ 英国：ＥＵ離脱

・ 全農エネルギー（株）：
小売電気事業に参入

・ 熊本復興へ
第２陣ボランティアを派遣

（ＪＡグループ茨城）

７
月

・ 第24回参議院選挙で
連立与党勝利

・ 小池百合子氏初の女性都知事

・ 農村の姿：
東京で写真展

（女性協などＪＡグループ）

・ ＪＡ出資型生産法人、
栃木で研修、
飼料用米で経営安定、
増え続ける農作業受委託

８
月

・ 安倍第２次改造内閣発足 ・ 農林水産大臣に山本有二氏 ・ 下妻市果樹組合連合会が
最優秀賞

（茨城農業改革推進大会）

－24－



月 政治・経済・社会 全国の農業・ＪＡ 茨城の農業・ＪＡ

９
月

・ 高速増殖炉もんじゅ
抜本見直し

・ ＳＢＳ米入札見合わせ
（不透明な取引問題で）

・ 金砂郷地区赤土町で
「常陸秋そば」の種子を栽培
（白い花盛り）

10
月

・ 有識者会議：
生前退位議論スタート

・ 全中：
相続、事業承継対応強化

（ＪＡに相談窓口設置を）

・ 自己改革実践大会
（ＪＡグループ茨城）

・ 最低賃金（時給）771円

11
月

・ 米国大統領選で
トランプ氏勝利

・ ユネスコ
「協同組合の思想と実践」を
無形文化遺産に登録

・ 農業競争力強化プログラム
が決定

・ 農協改革で額賀議員に
「農協改革に対する意見」
に対し
到底容認できない旨を伝達

（鹿行地区農協協議会）

12
月

・ ＴＰＰ承認案、
関連法案が国会可決

・ 農業総産出額８兆7979億円
（平成27年度：
前年比5.2％増）

・ ＪＡなめがた
営農センター麻生：
消防署から表彰

（交通事故後に消火活動や
負傷者の救護支援に対して）

▪流行語大賞▪
・神ってる  25年ぶりのリーグ優勝を果たした広島東洋カープの緒方監督の言葉：鈴木

誠也選手の神がかり的活躍（２試合連続サヨナラ弾に対して）

▪今年の漢字▪

金 ・オリンピックで日本人選手金メダルラッシュ等
・MLBイチロー選手通算3,000本安打の金字塔達成
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平成29年（2017年）

月 政治・経済・社会 全国の農業・ＪＡ 茨城の農業・ＪＡ

１
月

・ 米国、トランプ大統領就任
（ＴＰＰ永久離脱に署名）

・ 東芝、経営危機（債務超過）

・ 稀勢の里が72代横綱に

・ ＴＰＰ締結を閣議決定 ・ ＪＡ竜ケ崎：
地域防災力向上で
消防庁長官と
龍ケ崎市から表彰

２
月

・ 豪華寝台列車
「瑞風（みずかぜ）」がお披露目
（関西方面）

・ 初の営農指導実践全国大会：
全中

・ ＪＡなめがた麻生地区
生産部会連絡協議会
チャリティーゴルフ
：行方市社協に寄付

３
月

・ 小学校の認可申請取り下げ
（森友学園）

・ ＪＡ梨北（山梨県）：
ラグビー部、農業体験として
受入（資材配送手伝い）

・ 第46回日本農業賞で大賞
（ＪＡなめがた
甘しょ部会連絡会）

４
月

・ 東京「ギンザシックス」開業 ・ 種子法の廃止法成立

・ ＪＡバンク：
ＪＡカード
直売所５％引き開始

・ 県西地区ＪＡ女性協議会総会

５
月

・ 日本国憲法施行70年 ・ 農業競争力強化支援法が成立 ・ 高校生が考案、
初の野良着ショー
コンテスト開催

・ 第２回食と農、
親子ふれいあいまつり

（農村研修館）

６
月

・ 天皇陛下の退位を
実現する特例が可決・成立。
生前退位に道

・ みのり監査法人設立

・ ＪＡバンク
貯金残高100兆円達成

・ 降ひょう被害発生
約４億7,000万円

（ハウスなどに被害）

・ 地理的表示（ＧＩ）
本県２番目登録（飯沼栗）

７
月

・ 都議選で自民惨敗

・ 九州北部豪雨で大きな被害

・ 改正組織犯罪処罰法が施行

・ 全国知事会：
急進的な農業改革をけん制

・ 茨城むつみ：
認定農業者と交流会を開催
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月 政治・経済・社会 全国の農業・ＪＡ 茨城の農業・ＪＡ

８
月

・ 28年度食料自給率
（カロリーベース）
が38％に低下

・ 安倍第３次改造内閣が発足

・ 農業競争力強化支援法施行

・ 農林水産大臣に齋藤健氏

・JA全中：
中家徹氏が会長に就任

・ 厚生連：
農機ダイナミックフェアーで
健康相談会を開催

９
月

・ 大井川知事就任

・ スイス：
食料安保条項を盛り込む
憲法改正

・ オイシックス：
ＪＡと連携強化

（野菜宅配業務）

・ 総菜（中食）市場
５年連続増加（約8.6兆円）

・ 営農関係で
独占禁止法研修会を開催

（全農・中央会）

10
月

・ 衆議院選挙で自民大勝

・ 製造業でデータ不正相次ぐ

・ 所有者不明土地問題研究会：
20年後に北海道と
同面積に増加と推計

・ 第56回農林水産祭で
天皇杯受賞決定

（ＪＡなめがた甘諸部会
連絡会）

・ 最低賃金（時給）796円

11
月

・ バブル後最高の株高
(２万2,937円）

・ 第４次安倍内閣発足

・ 海外の日本食レストラン：
この２年で３割増加

（約11.8万店）

・ 自己改革実践大会
（ＪＡグループ茨城）

・ 外国人技能実習制度に新制度
（３年から５年へ）

12
月

・ ジャイアントパンダ
「シャンシャン」
上野動物園で一般公開開始

（５年後、中国に返還）

・ みかん相場21年振りの高値

・ レタス相場13年振り
10㌔１万円超え

・ 県農産物輸出、
産地関係者研修会（県）

・ クリスマスイベント：
コポ☆クリ開催

（土浦協同病院）

▪流行語大賞▪
・インスタ映え  写真共有SNSのインスタグラムに投稿するために写真にこだわる現象

から生まれた言葉
・忖度  「首相の気持に配慮した」を意味する言葉で、森友学園の理事長が発言後、

あっという間に広がった。

▪今年の漢字▪

北 ・北朝鮮による度重なるミサイル発射
・九州北部豪雨で甚大な被害発生
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平成30年（2018年）

月 政治・経済・社会 全国の農業・ＪＡ 茨城の農業・ＪＡ

１
月

・ 着物レンタル「はれのひ」
突然閉鎖

・ 種子法廃止と
今後の対応を研究

（新世紀ＪＡ研究会）

・ 大井川知事、
太田市場でトップセールス

・ 県西地区ＪＡ協議会が
研修会を開催

（優秀職員を表彰）

２
月

・ 福井県で記録的大雪 ・ 花卉輸出が初の135億円
（中国向け盆栽等好調）

・ 共働き世帯増加で
大手スーパーが
宅配事業に参入

・ 地理的表示（ＧＩ）
本県３番目登録

（水戸の柔甘ねぎ）

３
月

・ 森友文書改ざんで国会紛糾
佐川氏証人喚問

・ 月末で種子法が廃止

・ ＴＰＰ11が新協定に署名

・ 食農教育で
小学校高学年に教材提供

（ＪＡバンク信連）

４
月

・ 南北首脳が会談
（韓国の文在寅大統領と
北朝鮮の金正恩朝鮮労働党
委員長が）

・ 食品ロス646万トン
（Ｈ27年度）

・ 「全国版空き家・
空き地バンク」の
本格運用が始まる。

（国土交通省の
対策事業の一環で）：
農地付空き家も検索できる

・ 合併協議会専門部会が発足
（茨城かすみ、竜ケ崎市、土浦）

５
月

・ 日大アメフト部選手が
危険タックル

・ 森林経営管理法が成立

・ 改正農林年金廃止法が成立
（一時金を支払い、
年金支給業務を
終わらせるため）

・ 「あずまミルキークイーン
田植え祭り」を開催：
首都圏消費者、
地元小学生が参加

（あずま米産地推進協議会

６
月

・ 「18歳成人」改正民法成立

・ 働き方改革関連法が成立

・ 大阪府北部で震度６弱

・ 改正卸売市場法が成立

・ 都市農地の貸借の円滑化に
関する法律が成立

・ 農業用廃材回収、
ビニール111トン、
ポリオレフィン149トン

（ＪＡ岩井）

７
月

・ 西日本豪雨：
死者行方不明者271人

（広島県・岡山県・愛媛県等）

・ 埼玉、熊谷で
国内最高気温41.1度

・ 日欧連携協定（ＥＰＡ）署名

・ 共済事務負担の
28％軽減達成

（Ｈ29年度末：ＪＡ共済連）

・ 新採職員圃場研修を実施
（農村研修館）
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月 政治・経済・社会 全国の農業・ＪＡ 茨城の農業・ＪＡ

８
月

・ 山根会長辞任表明
（日本ボクシング連盟）

・ 農協改革で自民決議
（准組合員規制は
組合員の判断に、
貯保保険料の引き下げ）

・ 県ＧＡＰ第１号、
ＪＡなめがたチンゲン菜部会
連絡会など

９
月

・ 大型台風襲来、
関空が冠水し孤立

・ 北海道の胆振地方を
震源とする地震、
最大震度７

・ 安倍首相が３選

・ 准組合員参画の具体策を提起
（全中）

・ 県農青連野球大会：
軟式で「ＪＡ茨城旭村Ｂ」が
優勝、
準優勝に「ＪＡ水戸常澄」

10
月

・ 豊洲市場が11日に開場 ・ 10月２日直売所の日
（日本記念日協会に正式登録）

・ 農林水産大臣に吉川貴盛氏

・ 第28回茨城県ＪＡ大会

・ 東京中央卸売市場、
茨城県人会が交流会

・ 最低賃金（時給）822円

11
月

・ 令和７年に大阪万博：決定 ・ ＪＡバンク
農業融資残高5.5％増

（３月末残高）

・ 日本中央競馬会と連携した
美駒グリーンを
ペレット化して商品化

12
月

・ ＴＰＰ11が発効
（米国は離脱）

・ 令和元年度農林水産関係予算
２兆4315億円

（前年比5.6％増）

・ 地理的表示（ＧＩ）
本県４番目登録

（奥久慈しゃも）

▪流行語大賞▪
・そだねー  平昌五輪の女子カーリングで銅メダルを獲得した日本女子チーム「ロコ・ソ

ラーレ北見」のメンバーが試合中に交わした言葉で、北海道独特のイントネー
ションで注目を集めた。

▪今年の漢字▪

災 ・ 北陸豪雨、西日本豪雨、大阪府北部地震、北海道胆振東部地震、台風21号
など自然災害が多発
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令和元年（2019年）

月 政治・経済・社会 全国の農業・ＪＡ 茨城の農業・ＪＡ

１
月

・ 徴用工問題で日韓関係悪化 ・ JA広報大賞（全中）に
JAなんすん（静岡県）

（日頃からマスコミに
情報発信）

・ 飼料用米、輸出用米
多収コンテスト

（小吹氏・武藤氏が受賞）

２
月

・ 日ＥＵ経済連携協定
（日ＥＵ・ＥＰＡ）発効

・ ＲＣＥＰ協定（地域的な
包括的連携協定）に署名

・ 豆乳生産量過去最多
（Ｈ30年）

・ ＪＡグループの新拠点
「イノベーションラボ」を
大手町に開設

・ ＪＡなめがたしおさい発足

・ 水郷つくば発足

３
月

・ 日産前会長ゴーン被告保釈 ・ 第28回ＪＡ全国大会
（創造的自己改革の実践）

・ 「みどりの食料システム
戦略発表」

（30年後の農業の方向性）

・ 第48回日本農業賞で
特別賞を受賞

（ＪＡ北つくば小玉西瓜部会）

４
月

・ 新元号「令和」を発表 ・ ＪＡ山口県発足
（１県１ＪＡ全国５番目）

・ 飼料用米多収日本一で
関東農政局賞

（石岡市：小吹氏）
※品種：オオナリ

５
月

・ 新元号「令和」使用開始

・ トランプ氏が国賓来日

・ チビリンピック開催（横浜市）

・ 食品ロス削減法成立
（寄付活発化に期待）

・ 農地中間管理機構
関連改正法が成立

（ＪＡ等との連携）

・ 第３回食と農・
親子ふれあいまつり

（農村研修館）

６
月

・ 新潟県村上市で震度６強 ・ 納豆大豆自給率22％
（過去最高）

・ パックご飯輸出量
前年比11％増

・ 土浦協同病院：
ロボットスーツＨＡＬで
歩行訓練をサポート

７
月

・ 第25回参議院選挙：与党勝利

・ 京都アニメーションが
放火される

・ 農林中央金庫：
太陽光４企業と提携

・ 県農業団体軟式野球大会
（ＪＡ水郷つくば：初優勝）
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月 政治・経済・社会 全国の農業・ＪＡ 茨城の農業・ＪＡ

８
月

・ 全英女子オープンゴルフで
渋野日向子選手が優勝

・ 上半期冷凍野菜輸入が
最多ペース

・ 台風15号の暴風被害
（農作物で約60億円）

・ 「農村研修館」から
「JAグループ茨城
教育センター」に名称変更

９
月

・ いきいきゆめ国体開幕
（28日～）

・ 令和元年房総半島台風
（15号）

・ 全中：一般社団法人へ、
県中：連合会に組織変更

・ 農林水産大臣に江藤拓氏

・ 台風15号被害（鹿行地区）

10
月

・ 消費税率10％スタート

・ 令和元年東日本台風（19号）

・ 沖縄・首里城が焼失

・ 台風19号被害全容つかめず
（ＪＡグループ対策本部
立ち上げ）

・ 台風19号で被害発生
(那珂川、鬼怒川が氾濫)
農林水産業被害約97億円

・ 最低賃金（時給）849円

11
月

・ 天皇陛下の即位に伴う
「祝賀御列（おんれつ）の儀」

・ 次年度主食用米適正生産量
目標10万トン減（農水省）

・ ＪＡつくば市：
食と農で
各種体験型イベントを開催

12
月

・ 中国武漢市で新型コロナ流行 ・ 東京都：
卸売市場規制緩和の条例改正

・ ＪＡグループ茨城
営農経済事業
マスタープラン策定

（採算性確保）

▪流行語大賞▪
・ONE TEAM  ラグビーWカップ日本大会で、日本代表を率いるジェイミー・ジョセフ・

ヘッドコーチが掲げたテーマ

▪今年の漢字▪

令 ・新元号が「令和」となる
初めて国書（万葉集）から出典
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令和2年（2020年）

月 政治・経済・社会 全国の農業・ＪＡ 茨城の農業・ＪＡ

１
月

・ 新型コロナ：
国内初感染者を確認

・ 英国、ＥＵ（欧州連合）離脱

・ 補正予算成立
（農林水産関係5,849億円）

・ 茨城県がイチゴキャンペーン

・ 県ＧＡＰ取得
（ＪＡ水郷つくば
田村蓮根部会）

２
月

・ 日米貿易協定が発効

・ 政府：
全小中高に一斉休校要請

・ 東京株式市22,000円割れ

・ 23日関東地方で春一番
（昨年より15日早い）

・ 日本の種を守る会：
種苗法改正案で、
登録品種の許諾性削除を要請

・ 下妻市果樹組合連合会：
日本農業賞集団組織の部で
大賞

・ 土浦市の電気設備会社が
那珂市に野菜工場建設表明

３
月

・ 東京五輪、パラ：
１年延期を決定

・ 本年度予算成立
（農林水産関係：
２兆3,109億円）

・ 農政審：新たな食料、
農業、農村基本計画を
農相に答申

・ 決算面談で税務申告を支援
（ＪＡ北つくば）対象者164人

・ 大子町Ｔリンゴ園：
観光農園と加工販売で
経営を安定化

４
月

・ 新型コロナ感染拡大
緊急事態宣言を発令

・ コロナ第１波ピーク

・ Ｈ29食品ロス発生量
推計値612万トン（農水等）

・ ＪＡ経営基盤強化の
基本方向が決定

・ 改正農林年金廃止法施行
（特例一時金の支給：
時効５年）

・ コロナウィルス感染拡大
（対策開始、交替出勤など）

・ 主要農産物種子条例施行

５
月

・ 京都アニメーション
放火事件で容疑者逮捕

・ 農業融資４年連続増加
（令和元年度新規4,122億円）

・ 持続化給付金申請支援説明会

・ コロナ禍で
技能実習生出国できず
在留延長の申請進む

６
月 ・ 河井前法相夫妻：逮捕 ・ 改正「新卸売市場法」が施行 ・ 農協五連会長：八木岡氏に

７
月

・ 熊本豪雨：河川氾濫、土砂災害 ・ ６月末：
米民間在庫量201万トン

（需要実績は713万トンで
前年比22万トン減）

・ 日本文化厚生連新会長に
八木岡氏
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月 政治・経済・社会 全国の農業・ＪＡ 茨城の農業・ＪＡ

８
月

・ コロナ第２波ピーク

・ 安倍首相：
辞任表明、在職日数歴代１位

・ 春夏全国高校選手権
両大会中止､史上初

・ ８月31日は野菜の日

・ ８月29日は焼き肉の日

・ ＪＡグループ茨城：
厚生連に支援金

（地域医療を守るため）

９
月 ・ 菅義偉氏が首相に就任 ・ 農林水産大臣に野上浩太郎氏 ・ 経済産業大臣に梶山弘志氏

10
月

・ 東証：
システム障害で、
売買終日停止（初）

・ 全21厚生連が赤字（４～８月）

・ 野上農相：
ＪＡなめがたしおさいに
来訪（焼き芋輸出で）

・ 経営継続補助金説明会開催
（一次公募）

・ 最低賃金（時給）851円

11
月

・ 大阪都構想：反対多数

・ 米国大統領選挙：
バイデン氏勝利確定

・ ブドウ流通量
シャインマスカットが
巨峰を抜いてトップ

・ 茨城県魅力度最下位
脱出記念：
銀座で冬野菜大感謝祭を開催

12
月

・ 吉川農相：議員辞職

・ GoToトラベル
全国一斉中止表明

・ 鳥インフル各県で発生
18県52事例

（平成15年以降最多）

・ 経営継続補助金説明会開催
（二次公募）

・ 初のドライブインシアター
農機ショー開催（茨城町）

▪流行語大賞▪
・三密  新型コロナ感染防止で、三密（密閉・密集・密接）を控えることが求められた。

▪今年の漢字▪

密
・ 新型コロナウイルス感染症が日本を含め世界的に流行し、年初から現在に

至るまで日々の活動が制約された一年となったことから、多くの人が「密」
という漢字一字を意識し続けたこと、大切な人との関係が「密」接になり、
人とのつながりの大切さを再認識する機会になったという声があったことや、
政界・芸能界でも秘「密」が多かった一年だったことがあげられた。
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令和3年（2021年）

月 政治・経済・社会 全国の農業・ＪＡ 茨城の農業・ＪＡ

１
月

・ コロナ第３波ピーク

・ 農林水産物食品の輸出目標
（政府：令和12年に５兆円に）

・ ジョー・バイデン氏
大統領就任

・ 日英ＥＰＡ発効

・ 農業資材販売で、
ＪＡ紀の里（和歌山県）が
コメリと業務提携

・ コア人材研修会職員
11人巣立つ（中央会）

２
月

・ 新型コロナウイルスの
ワクチンの接種スタート

・ 英国ＴＴＰ加盟に正式申請

・ パックご飯の生産
過去最多（令和２年度）

・ 農林水産物、食品輸出額
9,223億円（令和２年度）

・ サツマイモ基腐病で
県に水際対策要望

３
月

・ 農水省：
農業ＤＸ（デジタルトランス
フォーメーション）構想を
まとめる

・ 白菜相場が昨年11月以降、
平年比４割安。
逆にねぎは４割高

・ 食の検定試験：
３級合格者400人突破

４
月

・ 改正種苗法が一部施行

・ 日本の温室効果ガス排出量
６年連続減少

・ 消費税総額表示が義務化

・ ＪＡ全国女性協が
創立70周年

・ 食品ロス量600万トン
（平成30年度）

・ ＪＡグループ茨城：
鹿島アントラーズの
クラブパートナー契約

・ 猿島茶を味わう拠点：
古河市に
日本茶カフェオープン

５
月

・ みどりの食料システム戦略
正式決定（農水省）

・ コロナ第４波ピーク

・ 白菜頭部結束機開発：
農研機構

・ 茨城を食べよう
「常陸牛＆メロンフェア」
開始（県）

６
月

・ 国が赤木ファイルを提出

・ 農相：
自己改革実践サイクルの
構築などを求める

・ 農協改革見５年後見直し決着

・ 国産食肉在庫：
過去５年間で最高の増加

・ ＪＡ茨城旭村青年部：
水戸協同病院へメロン贈呈

・ 巣ごもり需要で
決算好調

（いばらきコープ生協）

７
月

・ 静岡県熱海市伊豆山地区
大規模な土石流が発生

・ 第32回夏季五輪
東京大会開幕：原則無観客

・ 国際協同組合デー
（オンライン開催）

・ 全農が地場産野菜を、
郡山市のコンビニで販売

（全国初）

・ ワクチン職域接種を開始

・ 農地の集積、集約化推進大会
（県・中央会等）
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月 政治・経済・社会 全国の農業・ＪＡ 茨城の農業・ＪＡ

８
月

・ コロナ第５波ピーク
感染力の強い

「デルタ株」流行

・ パラリンピック開幕

・ 令和２年度食料自給率37％
過去最低（カロリーベース）

・ 全農：
ロボット大手安川電機と
業務提携

・ 学校給食セミナー：
東部ガス水戸支社で

（全中主催）

９
月

・ デジタル庁発足

・ 菅首相が退陣を表明 

・ 大相撲の横綱、白鷗が
引退表明 

・ ＪＡバンク：
スマートフォン
決済サービスを順次導入

（第１弾メルペイ対応）

・ 米国：
食品輸入停止を撤廃（原発後）

・ 消費税の適格請求書等
保存法式：
インボイス制度説明会

（県域営農支援センター）

10
月

・ 岸田文雄氏：首相就任

・ 秋篠宮家の長女：
眞子さま結婚

・ 第29回全国ＪＡ大会

・ 農林水産大臣に
金子原二郎氏

・ 全国教育センター：
来年夏移転

・ 第29回茨城県ＪＡ大会
（ＷＥＢ同時開催）

・ 最低賃金（時給）879円

11
月

・ オミクロン株が初確認

・ 大谷翔平選手（エンゼルス）
米大リーグ（アメリカン・リーグ）
今季最優秀選手

（ＭＶＰ）を獲得
投打の二刀流で歴史的な活躍

・ 藤井聡太棋士：
最年少四冠

（王位、叡王、棋聖、竜王）

・ 重量野菜（白菜・大根等）
平年比３～４割安

・ 県西４ＪＡとＪＡ安房：
中核職員が交流会（６回目）

・食品ロス量570万トン
（令和元年度）

・ フリーマーケットアプリ：
メルカリで県産農産物の
販売開始（全国ＪＡ初）

・ ＪＡグループ、
農政推進緊急全国大会を開催

（コメの課題解決、
燃油・肥料・飼料高騰対策）

12
月

・ 国が賠償認め訴訟終結
（森友文書改ざん）

・ 国際協同組合同盟（ＩＣＡ）
ソウル大会

・ お米日本一コンテストで
２年連続「最高金賞」を受賞：
ＪＡ常陸ななかいの里
生産研究部会

▪流行語大賞▪
・リアル二刀流/ショータイム  大谷翔平選手、アメリカン・リーグで年間MVPを受賞

▪今年の漢字▪

金
・ 東京五輪で日本人選手が多数の「金」メダルを取ったことや、大谷翔平選

手が大リーグでMVPを獲得、藤井聡太棋士の最年少四冠達成など各界で
「金」字塔を打ち立てたこと。
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令和4年（2022年）

月 政治・経済・社会 全国の農業・ＪＡ 茨城の農業・ＪＡ

１
月

・ コロナまん延防止、
34都道府県

・ 濃厚接触者待機
（10日から７日）

・ ＲＣＥＰ発効

・ 生乳生産量４年連続増産

・ 全農：
広域部品センター整備完了

・ 12月の米相対価格
13,000円割る（Ｈ26産以来）

・ 県再生協議会：
今年の米生産数量目標を決定

（前年比2.4％削減）

２
月

・ ロシア：
ウクライナに軍事進攻開始

・ コロナ第６波ピーク

・ 北京冬期五輪

・ 食料安全保障に関する
検討委員会を発足（自民党）

・ 令和３年度の農林水産物等
輸出額が過去最高

（1兆2,385億円）

・ 深作農園（有）：
日本農業賞個別経営部門で
大賞

３
月

・ まん延防止等重点措置の終了

・ 宮城、福島で震度６強観測

・ ４～６月配合飼料価格：
過去最高

・ 中央会と共済連茨城が
「作文・図画」コンクール
合同開催

・ 深作農園：
第51回日本農業賞で
茨城県表彰式

４
月

・ プラスチック資源循環促進法
（プラスチック新法）施行

・ 改正民法を施行
（成人年齢18歳に引き下げ）

・ 改正種苗法一部施行

・ 原油価格、物価高騰等
総合緊急対策を閣議決定

・ なめがた地域医療センターで
第３回コロナワクチン
職域接種

５
月

・ 沖縄復帰50年

・ バイデン大統領来日

・ 人、農地関連２法案が成立
（基盤強化促進法の一部改正）
（農山漁村活性化法の
一部改正）

・ 食育白書（2021）を閣議決定

・ ＪＡ会館内に情報発信拠点
「クオリテLab」オープン

６
月

・ インバウンド（訪日外国人）
の観光受入再開

・ 食料安全保障予算を確保
（自民党公約）

・食品ロス量522万トン
（令和２年度）

・ ＪＡグループ茨城：
ウクライナ募金始まる
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月 政治・経済・社会 全国の農業・ＪＡ 茨城の農業・ＪＡ

７
月

・ 安倍元総理：
選挙応援中に銃撃され死亡

・ 第26回参議院選挙：与党大勝

・ 円安進む：
１ドル136円台に（24年ぶり）

・ 肥料高騰対策支援
788億円閣議決定

・ Ｒ３年６月の米民間在庫量
200万トン

・ みどりの食料システム法が
施行

・ 一人一枝寄付で
ウクライナ支援

（ＪＡ常陸奥久慈枝物部会）

８
月

・ 第２次岸田改造内閣発足

・ 葉梨康弘氏：法務大臣に
永岡桂子氏：文部科学大臣に

・ コロナ第７波ピーク

・ 農林水産大臣に野村哲郎氏

・ 2021年度の
食料自給率を発表
カロリーベースで38％

・ 県農協青年連盟：
県連役員と意見交換会

９
月

・ 安倍氏国葬

・ 五輪汚職：元理事を再逮捕

・ バイオマス（生物由来資源）
活用推進基本計画を
閣議決定

・ ＪＡグループ茨城：
資材高騰対策等で
野村農相に要請

10
月

・ 労働者協同組合法が施行

・ 75歳以上医療費負担
２割負担開始（所得に応じて）

・ ＥＵガソリン車新車販売禁止
決定（2035年に）

・ ＪＡグループが
10月16日を

「国消国産の日」と制定

・ ＪＡグループ
基本農政確立全国大会

・ 改正農林水産物、
食品輸出法施行

・ 最低賃金：茨城911円

・ 食料安全保障強化に向けた
茨城県大会

・ 肥料高騰対策事業説明会
（中央会）

11
月

・ 葉梨法務大臣が辞任

・ 寺田総務大臣が辞任

・ 広告最大手電通、
イベント大手セレスポを
捜索（談合疑惑）

・ 11月19日農協法公布記念日 ・ ＪＡグループ茨城：
光熱費等高騰で
厚生連支援を要請

・ 深作農園（有）：
多角化経営部門で総理大臣賞

12
月

・ 安全保障関連３文書を改訂、
防衛費増額を決定

・ 円相場：132円（円高に反転）

・ 飼料用米助成額（一般品種）
段階的引き下げ：
標準単価８万円から
6.5万円へ引き下げ

・ ＪＡいばらき
スポーツパーク内覧会

・ 燃油高騰対策支払開始
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▪流行語大賞▪
・村神様  ヤクルトスワローズの村上宗隆選手が史上初の５打席連続ホームランと年間

56本のホームランを打つなど大活躍を見せたことで、村上の「上」を「神」
にもじって「村神様」と呼ばれた。

▪今年の漢字▪

戦 ・ ロシアのウクライナ侵攻で戦争の恐ろしさを目の当たりにした１年。また、
円安・物価高による生活面での「戦」いもあった年。
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（１）75年史編さん委員名簿

 （令和４年７月３１日現在）

役職 所　属 氏　　名 備　　考

委 員 長 中央会　会長 八木岡　　　努

委　　員 ＪＡ日立市多賀 髙　橋　秀　明 県北地区ＪＡ代表

ＪＡなめがたしおさい 安　藤　昌　義 鹿行地区ＪＡ代表

ＪＡ稲敷 根本　作左衛門 県南地区ＪＡ代表

ＪＡ北つくば 古　澤　　　諭 県西地区ＪＡ代表

中央会　専務理事 深　谷　伊知郎

信　連　代表理事理事長 小　林　富美男

厚生連　副理事長 長谷川　博　史

全　農　県本部長 鴨　川　隆　計

全共連　本部長 飯　田　高　久

事務局員 中央会　総務企画部部長 海　野　雅　文 事務局責任者

　　　　総務企画部次長 柴　﨑　弘　治

　　　　総務企画部次長 柘　植　　　聡

　　　　農政広報部 萩　谷　　　茂 動画編集担当

　　　　総務企画部 寺　門　国　雄 専任担当者

7．75年史編さん委員等 
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 （令和４年４月１日現在）

役職 所　属 氏　　名 備　　考

委 員 長 中央会　会長 八木岡　　　努

委　　員 ＪＡ日立市多賀 髙　橋　秀　明 県北地区ＪＡ代表

ＪＡなめがたしおさい 棚　谷　保　男 鹿行地区ＪＡ代表

ＪＡ稲敷 根本　作左衛門 県南地区ＪＡ代表

ＪＡ常総ひかり 塚　本　治　男 県西地区ＪＡ代表

中央会　専務理事 深　谷　伊知郎

信　連　代表理事理事長 小　林　富美男

厚生連　理事 長谷川　博　史

全　農　県本部長 鴨　川　隆　計

全共連　本部長 梶　間　郷　士

事務局員 中央会　総務企画部部長 海　野　雅　文 事務局責任者

　　　　総務企画部次長 柴　﨑　弘　治

　　　　総務企画部次長 柘　植　　　聡

　　　　総務企画部 寺　門　国　雄 専任担当者
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（２）75年史編さん責任者・担当者名簿

 （令和４年６月１日現在）

JA・連合会名 部署名 責任者名 部署名 担当者名

1 水戸 総務企画部長 青　山　勝　夫
総務企画部企画課長 飯　田　方　紀
　　同　課長補佐 竹　林　光　晴

2 常陸 総務部長 石　井　一　洋
総務部経営企画課長 小　林　美　雪
　　同　調査役 津　田　敦　子

3 日立市多賀 総務企画部長 阿　部　勝　行
総務企画部副部長 山　口　　　淳
総務企画部 大　江　裕　子

4 茨城旭村 管理課長 田　口　良　治 管理課 村　上　祐　哉

5 ほこた 総務課長 石　井　勉　幸 総務課長補佐 新　堀　　　聡

6 なめがたしおさい 総務企画部長 平　内　喜　治 総務企画部総務課 曽　根　総　子

7 稲敷 企画管理部長 飯　塚　和　宏 企画管理部企画総務課 織　本　裕　史

8 茨城みなみ 企画課長 三　森　　   明 企画課副調査役補佐 鈴　木　絵里香

9 水郷つくば 統括部長 堀　越　美樹朗 総務企画部調査役 倉　重　雄　太

10 つくば市 総務企画部総務企画課長 太　田　憲　昭 総務企画部総務企画課 光　田　直　也

11 つくば市谷田部 総務企画部長 糸　賀　俊　宏 総務企画部総務企画課係長 小　川　純　一

12 やさと 総務部長 大　場　光　広 総務部総務課考査役 北　村　雅　也

13 新ひたち野 総務管理部長 飯　塚　　　正 くらしの活動課審査役　　　 久保田　　　覚

14 北つくば 総務部企画開発課長 平　塚　智　彦
総務部企画開発課 仁　平　高　行
総務部企画開発課 横　島　浩　樹

15 常総ひかり 企画総務部長 星　　　雅　宏 企画総務部企画総務課 青　木　勇　介

16 茨城むつみ 総務企画部総務企画課長 後　藤　謙　治 総務部総務企画課主任 稲　垣　裕　子

17 岩井 総務部長 名　越　　　守 総務部企画管理課長 染　谷　篤　史

18 茨城県中央会 総務企画部長 海　野　雅　文

総務企画部次長 柴　崎　弘　治
　　同　次長 柘　植　　　聡
総務企画部 寺　門　国　雄
総務企画部 松　本　真　奈
農政広報部 萩　谷　　　茂

19 茨城県信連 総務企画部長 冨　田　幸　規
総務企画部次長 兼　子　　　崇
総務企画部 大　内　愛　夏

20 茨城県厚生連 総務部次長 塚　田　大　輔 総務部審査役 酒　井　一　彦

21 全農いばらき 管理部長 遠　藤　博　之 管理部次長 阿　部　雅　樹

22 共済連茨城 管理部企画管理課長 藤　原　　　斉 管理部企画管理課 照　沼　映　輔

23 施設連 事務局長 小　林　義　幸
副調査役　 荘　司　睦　子
副調査役　 宮　里　恵　理
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（３）75年史編さん委員会規程

令和　４年　３月　８日

茨城県農業協同組合中央会

　第１条 　この委員会は、農協法公布75年を記念して、茨城県農業協同組合史第７巻を

発刊するための企画ならびに推進を行うために設置する。

　第２条　この委員会は、次の者をもって構成する。

１． 中央会長および、中央会ならびに各連の常勤役員（各１名）、全農県本部長、全

共連本部長

２．ＪＡ代表者

　第３条　この委員会に委員長１名をおき、委員長は中央会代表理事会長があたる。

委員長は、委員会を代表する。

　第４条　この委員会は、委員長が招集し主宰する。

　第５条　この委員会の事務を処理するため、事務局員をおく。

　第６条 　この委員会に経費および農協史編さんにかかわる経費は、中央会ならびに各連・

全農県本部・全共連県本部およびＪＡの負担金、その他の収入をもって当てる。

　第７条　この委員会の会計は、中央会総務企画部が担当する。

　第８条　この規程に定めのない事項は、委員長がこれを決定する。

　第９条　この委員会は、茨城県農業協同組合史第７巻の刊行完結によって解散する。

第１０条　この規程は、令和４年４月１日から実施する。
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